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病 院 の 理 念
患者本位の医療

・患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供します。
・地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充実に努
　めます。
・急性期病院として関係機関と連携し、地域医療の充実を
　目指します。
・地域がん診療拠点病院として、機能の充実強化に努めます。
・臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた医師の
　育成に努めます。

基　本　方　針

■発行：〒375-8503 群馬県藤岡市藤岡942番地1　公立藤岡総合病院
　（代表）TEL 0274－22－3311  FAX 0274－24－3161　URL http://www.fujioka-hosp.or.jp/
■責任者　甲賀 英明　■地域医療連携課　（直通）TEL 0274－22－6039  FAX 0274－24－7002

診療時間：8時45分～17時00分
受付時間：〈午前の部〉 8時～11時　〈午後の部〉13時～16時

診　療　科
総合内科系

心療内科

午前

（新）河合
（新）佐鳥
（再）増渕
（循）植田
（呼）中川
（血）外山
（腎）茂木
（糖）竹内
（神）柳澤
（再）壁谷
（再）竹内
（循）須賀（俊）
（呼）中川
（血）三原
（腎）太田☆
（糖）加藤

緩和ケア  ※柳澤
15時～16時
五十嵐（孝）

五十嵐（孝）

川嶋
高木
10時～相馬
（心）岡田（第2・4週）
川嶋
（乳）堀越
小林
矢島
（消化器）小林
（呼吸器・乳）矢島

西野目
久保井
小野
　

山口

嶋岡
15時～石渕
内田

内田

（婦）吉田
（産）延命☆
吉田（術後検診）
※13～14時
石原
〔検査〕

※14時30分～群大
日野/荒井
田村・山岸☆
飯島
田村
飯島
GIF 砂長☆
GIF 壁谷
CF 蜂巣☆
CF 井出 BF 塚越

（新）新患
（再）再来
（循）循環器科
（呼）呼吸器
（血）血液
（腎）腎臓・リウマチ
（糖）糖尿病
（神）神経内科
（甲）甲状腺
（消）消化器
（肝）肝臓
（煙）喫煙外来

小児科
（乳）乳児検診
（予）予防接種
（心）心臓
（内）内分泌

外科

整形外科

脳神経外科

皮膚科

泌尿器科

産婦人科

眼科

耳鼻咽喉科
ペインクリニック

健診センター

内視鏡

（　）がん専門外来
（ス）ストーマ外来

（婦）婦人科
（産）産科
助産師外来

（新）神戸
（新）月田☆
（循）井上
（循）間渕
（呼）塚越
（血）神保
（血）宮澤☆
（糖）加藤
（神）柳澤
（再）河合
（再）飯島
（循）井上
（呼）塚越
（糖）加藤
（甲）森村
（消・肝）壁谷

高橋
五十嵐（孝）
高橋
五十嵐（孝）
川嶋
深澤

川嶋
相馬

谷
石崎（※第2週）
（消化器）谷
（消化器・乳）石崎

中島
勝見
萩原
10時30分～装具外来

非常勤

嶋岡
〔手術〕
井上
　
井上
　
（婦）延命☆
（産）吉田
（産・婦）延命☆
※14～16時
石原
〔検査〕

田村・飯島
河合
田村
柳澤
GIF 砂長☆
GIF 壁谷
CF 浅尾

（新）河合
（新）三原
（循）山岸☆
（循）小野
（血）斉藤
（腎）太田☆
（糖）加藤
（神）柳澤

（再）飯島
（循）山岸☆
（呼）中川
（呼）須賀（達）
（煙）※塚越
（腎）河合
（消・肝）壁谷

五十嵐（孝）

小山☆
西田

（内）小和瀬（第1・2・4週）
相馬（第2・4週）
江原（第1・3週）
最上
谷

西野目
大倉☆
萩原
清水（リハビリ）

田村
※甲賀
嶋岡
〔13～15時手術〕
曲

加藤

（婦）吉田
（産）須藤☆

※14～16時
石原
〔検査〕

飯島
竹内
田村
竹内
GIF 橋爪
GIF 壁谷
CF 橋爪

（新）茂木
（循）飯島
（循）植田
（循）須賀（俊）
（呼）神戸
（腎）河合
（消）秋谷

（再）壁谷
（血）神保
（血）宮澤☆
（腎）河合
（腎）月田☆
（糖）加藤
（糖）久永（第2・4週）
（神）柳澤

亀山
五十嵐（孝）
亀山
五十嵐（孝）
川嶋
堀越
小板橋☆
五十嵐（恒）
川嶋
（予）深澤
設楽
五十嵐（昭）
（呼吸器）設楽
（消化器）五十嵐（昭）
（ス）第1・3週 要予約
中島
大倉☆
小野
10時30分～装具外来

　

嶋岡
嶋岡
内田

（婦）延命☆
（産）遠藤
（婦）遠藤
（産）延命☆

※群大
14時～めまい外来
牛込
柳澤
竹内・山岸☆
飯島
竹内
GIF 壁谷・森永
GIF 砂長☆
CF 田中
BF 塚越・中川

（新）河合
（再）壁谷
（再）竹内
（循）小野
（循）山岸☆
（腎）塚田
（糖）朱☆
（神）古田

（再）飯島
（循）間渕
（循）佐鳥
（呼）塚越
（血）外山
（腎）塚田
（糖）加藤
（糖）朱☆（第1・3・5週）
（神）古田（第2・4週）
（神）柳澤（第1・3・5週）
五十嵐（孝）

川嶋
相馬
釜萢☆
川嶋
相馬

熊倉
森永
（消化器）熊倉
（食道・胃）森永

中島
久保井
萩原
清水（リハビリ）
10時30分～装具外来
非常勤
甲賀
嶋岡

武井
　
武井
　
（婦）須藤☆
（産）吉田

※（第3・4週）14～16時
石原 
〔検査〕

田村・飯島
柳澤
田村
竹内
GIF 橋爪
GIF 矢島
CF 橋爪

午前

午前

午後

午後

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午前
午後
午前

午前

午前

午後

午後

午前

午後

月 火 水 木 金

※は完全予約制
☆は女性医師

診療時間：8時45分～17時00分
受付時間：〈午前の部〉 8時～11時　〈午後の部〉13時～16時

※は完全予約制
☆は女性医師

呼吸器内科部長

塚越 正章

呼吸器内科のご紹介

公立藤岡総合病院附属外来センター診療予定表
平成24年11月1日 現在

公立藤岡総合病院

地域医療
連携だより

　呼吸器疾患の症例数は全国的に増えており、当院でも呼吸器疾患に関わ
る患者さんもさらに増えてきています。呼吸器内科では以前1～2名の医師
で頑張っておりましたが、現在では4名の常勤医及び1名の非常勤医と人数
が増え、外来診療はほぼ毎日対応できるようになりました。
　呼吸器内科の現状として、治療面では、肺癌患者さんとの関わりが多く化学療法を中心に行い、短
期入院で行うことが多く2～3日での入院になっています。最近では「維持療法」という長期的に抗癌
剤治療を続けることも多くなり、また、分子標的薬による内服での使用者も増えています。ＣＯＰＤ
患者さんでは入院で呼吸リハビリやＮＰＰＶ導入などもおこなっております。
　これらの治療に関しては様々な職種の人たちと協力しながら行っております。主に胸部外科医師
と、癌の転移部位では脳神経外科医師、整形外科医師と協同で治療にあたっています。治療に伴う口
腔内の副作用や骨転移の治療薬に対して歯科の先生との連携もおこなっております。ＣＯＰＤでは呼
吸リハビリでＰＴの協力が必要であり、最近では嚥下障害の合併が多いことがわかってきたためＳＴ
への依頼も増えています。在宅においては開業医の先生方の協力が不可欠です。
　検査の面では気管支鏡が中心となりますが、入院、外来を含め年間100例を越えるようになってき
ました。気管支鏡以外にも群大医師の協力でＣＴガイド下生検をおこなったり、胸水の診断に胸腔鏡
を使用することもあります。睡眠時無呼吸に対するポリソムノグラフィの検査数も増え年間80～100
例おこなっています。
　今後もできる限り有用な検査、治療を心掛けていきたいと思いますので連携、ご協力の程よろしく
お願いいたします。

○検査件数（平成23年度）
　気管支鏡　外来88件
　　　　　　入院48件
　胸腔鏡　　　　　5件
　ポリソムノグラフィ　86件



T O P I C S

日　程：
会　場：
対象者：
問合せ：
受講料：

平成２５年１月２７日（日）午前８時３０分～午後５時３０分
公立藤岡総合病院附属外来センター
医師・看護師・救急救命士・医療機関関係者
地域医療連携課
１４，０００円（テキスト代込）

「第１０回藤岡ＩＣＬＳコース参加者募集」

日　程：
会　場：
内　容：

平成２４年１２月４日（火）午後７時～
公立藤岡総合病院附属外来センター
◆６名の臨床研修医による症例発表
◆情報交換
◆交流会

「研修医症例検討会」

日　程：
会　場：
内　容：

平成２４年１２月１５日（土）午後１時～
公立藤岡総合病院　３階　第一会議室
講演
①「がんの放射線治療」　放射線科医長　塩谷　真里子
②「がんとリハビリ」　　作業療法士　　藤井　有洋

「がん市民講座」

　10月1日よりお世話になります。システムなどの違いにとまどっていま
すが、早く慣れてみなさんのお役に立てるよう頑張ります。また、今まで
学んできたことを発揮できるよう努力したいと思います。

新規採用医師のご紹介

荒井 賢一
中央手術室統括部長兼
集中治療室担当部長

呼吸器内科　増渕 裕朗

　

「ICLS」とは「Immediate Cardiac Life Support」の頭文字を取った略語です。

　医療従事者は好むと好まざるとに関わらず一般の人よりは心停止の場面に遭遇する可能性が高い職業

です。なにしろ、具合が悪くて病院に来るのですから。そして、その場から逃げる訳にはいきません。

とにかく蘇生を開始しなければなりません。自信があろうがあるまいが。脳のダメージは待ってくれま

せん。

　でも、大丈夫です！ICLSコースを受講していれば。これは世界共通言語、誰とでもチームを組んで

自信をもって蘇生を開始してください。

　

　医療従事者のための蘇生トレーニングコースです。緊急性の高い病態のうち、特に「突然の心停止に

対する最初の10分間の対応と適切なチーム蘇生」を習得することを目標としています。講義室での講

義はほとんど行わず、実技実習を中心としたコースです。受講者は少人数のグループに分かれて実際に

即したシミュレーション実習を繰り返し、約1日をかけて蘇生のために必要な技術や蘇生現場でのチー

ム医療を身につけます。

　

　あらゆる医療者が対象になります。これまで、医師、看護師、救急救命士だけではなく、歯科医師、

臨床検査技師、医学部学生など様々な医療関係者が受講しています。

　ICLS委員会ではICLSコースを年間で院内コースを3回、オープンコースを1回開催しております。

　オープンコースでは受講生を病院内外問わず募集してきました。1回のコースの受講者数は24名で

す。過去に9回実施しておりますから216名ほどが受講したことになります。

　ただ、救命処置のガイドラインは5年ごとに更新されてきます。大幅に変わるわけではありません

が、10年たつと2回ほど更新されてしまいます。以前習った救命処置では異なっているかもしれませ

ん。日常蘇生に携わる人以外は知識も技術も曖昧になります。

　公立藤岡総合病院では来年1月27日（日）に第10回藤岡ICLSコースを当院附属外来センターで開催

します。この機会に皆様の受講を是非ともお待ちしております。一日楽しく過ごし蘇生トレーニングを

習得しましょう。お問い合わせは地域医療連携課が担当しております。

I C LSについて

ICLSコースについて

ICLSコースとは

ICLSコースの対象


